
 
合
併
後
、
初
め
て
策
定
し
た
平
戸

市
総
合
計
画
は「
ひ
と（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）響

き
あ
う
宝
島
　
平
戸
」を
ま
ち
の
将
来

像
と
し
て
掲
げ「
と
も
に
支
え
あ
っ
て

い
く
協
働
の
精
神
に
よ
る
市
民
と
行

政
が一体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」を
基

本
理
念
と
し
て
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
り
、
戦
略
的
か
つ
重
点
的
な

市
政
運
営
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
次
期
総
合
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
成
果
を

土
台
と
し
、
平
戸
市
の
将
来
像
を
描

き
、
市
民
と一
体
と
な
っ
て
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
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「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
！
住
ん
で
み
た
い
！

訪
れ
た
い
！
」と
思
え
る

魅
力
的
な
ま
ち
の
実
現
へ

策定の目的は？

　社会経済情勢の目まぐるしい変化によりライフス

タイルの多様化、少子高齢化の進行、人口の減

少など多くの課題に直面し、地域活力の低下が懸

念されるなか、地域の自主性及び自立性が大変重

要となってきています。

　このような背景を踏まえ、市民や地域、団体、

企業、行政が未来像を共有し、手を携え「ずっと

住み続けたい！住んでみたい！訪れたい！」と思える

魅力的なまちの実現に取り組んでいくためです。

次期平戸市総合計画
　新しい時代にふさわしい誇りの持てるまちづくりを目指し、

今年度に最終年度を迎える現総合計画に引き続き、今後

10年間のまちづくりの指針となる次期総合計画の策定を進

めています。

総合計画って何？

実施計画とは
　基本計画に示した施策を計画的かつ効率的に実
施するためもので、具体的な事業を示したもので
す。

基本計画とは
　基本構想の実現のための基本的な施策を体系
的に定めたもので、市政運営を総合的かつ計画的
に進めていくためのもので、前期、後期に分けて
中間見直しを行います。

基本構想とは
　未来の本市のあるべき姿を示すとともに、これら
を実現するための基本的な施策の方向を明らかに
し、市政運営の指針とするものです。

　市政を総合的・計画的に運営する基本となるも

ので、平戸市のまちづくりのための総合的な指針

となるものです。

　平戸市が目指す未来像を掲げ、地域コミュニ

ティ、産業・観光振興、教育文化・保健福祉の

充実など各分野についての取り組みを明記した、

市の最上位の計画として位置付けられます。

　基本構想、基本計画、実施計画の３階層で構

成され、長期的なまちづくりの方向性を明らかにし

ます。

総合計画の３階層

基本構想

基本計画

実施計画

総合計画の期間

平成39年度平成38年度平成37年度平成36年度平成35年度平成34年度平成33年度平成32年度平成31年度平成30年度

基本構想（平成30年度～39年度）

後期基本計画（平成34年度～39年度）前期基本計画（平成30年度～34年度）

実施計画

実施計画

実施計画 実施計画は毎年度見直し

2018   -   2027

企画財政課企画統計班　☎内線2335問

未来の平戸市のために！



●特に取り組みが必要
　なことはなんですか？

●平戸市に住み
　続けたいですか？

高齢者の支援

子育て支援

歴史や伝承の保存・継承
自然保護や環境を
守ること
・産業を盛んにすること
・まちの美化・緑化

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位
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激
し
く
変
わ
る
環
境
の
中
で

「私たちひとりひとりが主人公」という思いを

地域協議会
地域審議会

議　会

パブリック
コメント

平戸市

市　民
ワークショップ

平戸市総合
計画審議会

みんなでつくる
総合計画

市内の中学生・高校生にアンケートを実施

　総合計画を策定するための基礎資料として、一般、中高生を対象に平戸市への思いや未来の平戸市へのアンケート

調査を実施しました。その中から中高生のアンケート結果を紹介します。

平戸市総合計画基本構想起草委員会委員のメンバーにインタビュー

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
引
い
て
は
平
戸
の

こ
と
を
広
め
て
も
ら
え
る
の
で
は

と
の
期
待
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
今
、
全
国
で
地
域
創
生
や
地
域

活
性
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
人

口
激
減
の
地
域
社
会
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
ま
ま
で
は
生
き
残
れ
な
い
と

の
予
想
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

平
戸
が
良
く
な
る
の
も
悪
く
な
る

の
も
住
民
自
身
に
か
か
って
い
ま
す
。

私
た
ち
は「
運
命
を
共
に
す
る
こ
の

地
の
主
人
公
」な
の
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
未
来
の
姿
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地

域
課
題
の
共
有
感
を
創
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
平
戸
に
は
、
日
本
の

社
会
や
文
化
に
関
わ
る
歴
史
や
史

跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
特

有
の
植
物
・
生
物
な
ど
が
息
づ
く

自
然
、
新
鮮
な
魚
介
類
や
農
畜

産
物
も
豊
か
で
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
ふ
る
さ
と
な
の
で
す
。
こ
の

多
く
の
宝
物
を
再
発
見
す
る
力
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
宝
物
は
今
と
い
う
時
代
に

あ
って
、
磨
い
て
こ
そ
本
物
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。

　
今
も
こ
の
地
で
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
次
期

平
戸
市
総
合
計
画
は
、
市
民
全

体
が
課
題
を
共
有
し
、
危
機
感
を

持
っ
て
諦
め
ず
、
共
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
な
計
画
に
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
読
み
や
す
く
、
手
に

と
っ
て
現
状
を
実
感
す
る
だ
け
で

な
く
、
わ
く
わ
く
感
を
い
だ
き
、

ふ
る
さ
と「
平
戸
」に
誇
り
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
願
って
い
ま
す
。

　
「
平
戸
市
総
合
計
画
基
本
構
想

起
草
委
員
会
」は「
次
期
平
戸
市

総
合
計
画
」の
骨
子
案
を
作
る
た

め
に
、
21
人
い
る「
平
戸
市
総
合

計
画
審
議
会
」の
メ
ン
バ
ー
の
中

か
ら
選
出
さ
れ
た
６
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
委
員
の
一
人
、
今
川
亮
生
さ

ん
に
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　

　
人
口
の
都
市
へ
の
流
出
は
、
多

く
の
過
疎
地
域
を
生
み
出
し
、
そ

の
地
域
住
民
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
突
き
付
け
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
寺
の
周
り
で
は
、
年
齢

も
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち
が
遊

ぶ
光
景
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
子
ど
も
の
数
も
激
減
し
、
遊

び
方
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

昔
は
遊
び
の
中
で
自
然
に
学
ん
で

い
た
人
間
関
係
や
ル
ー
ル
な
ど
を
、

意
識
し
て
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
って
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
都
会
へ
出
て
行
く
人
に

も
平
戸
の
現
状
や
良
さ
、
歴
史
、

伝
統
文
化
な
ど
を
少
し
で
も
多
く

今川　亮生　さん

平戸市総合計画審議会委員
および

平戸市総合計画
　　基本構想起草委員会委員

いまがわ　　　りょうせい

「
宝
物
」は
磨
い
て
こ
そ

地
域
は
運
命
共
同
体

危
機
感
と
わ
く
わ
く
感
を

（大久保町）

■高校生■中学生

●特に取り組みが必要
　なことはなんですか？

●平戸市に住み
　続けたいですか？

住み続けたい
23％

住み続け
たくない
18％

どちらでもない
59％

住み続けたい
10％

住み続け
たくない
10％

一度平戸を出て
帰ってきたい
45％

どちらでもない
35％

高齢者の支援

自然保護や環境を
守ること
歴史や伝承の保存・継承

まちの美化・緑化

ごみの減量・リサイクル

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位

市民ワークショップ開催日時

市民の声も反映

　市民の皆さんのさまざまな声を次期計画に反映

させるため、下記のとおり各地区で市民ワーク

ショップを開催します。お近くの会場でお気軽にご

参加ください。

みんなでつくる総合計画

　次期平戸市総合計画は、市だけではなく下記の

イメージ図のように、さまざまな声を聞きながらより

よい計画ができるよう進めていきます。

次期平戸市総合計画

会場

平戸市役所生月支所

大島村公民館

ふれあいセンター

未来創造館

多目的研修センター

ふれあいセンター

未来創造館

多目的研修センター

度島浦公民館

田平町民センター

日にち

５月19日（金）

５月23日（火）

５月25日（木）

５月29日（月）

６月２日（金）

６月９日（金）

６月12日（月）

６月16日（金）

６月20日（火）

６月23日（金）

時間

午
後
７
時
〜（
90
分
程
度
）
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